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研究成果の概要（和文）：この研究は、日本人スペイン語学習者の作文に見られる文法的エラー

を自動検出する分析器の開発を目的とする。そのため 10,000 語のコーパスに対してエラー情報

のアノテーションを手動で行い、そして、制約文法の形式化に基づいて一致のエラーを自動的

に検出するための規則を記述した。このような分析器およびタグ付きコーパスの評価により、

数の一致のエラー検出については、言語の習熟度が上がるにつれて、句レベルより節レベルに

おいてそれが頻繁に起こることから、性の一致のエラー検出よりも深い言語分析が必要とされ

ることが明らかになった。 
 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of the research is to develop an analyzer capable of 
automatically detect grammatical errors in Spanish texts written by Japanese learners. 
To do that, we have manually annotated with error information a 10,000 words corpus and 
have written a set of rules for automatic agreement error detection, using the Constraint 
Grammar formalism. With the evaluation of the analyzer and the annotated corpus we have 
confirmed that the detection of number agreement errors requires a deeper linguistic 
analysis of the texts than gender agreement errors, since number agreement errors occur 
with more frequency at the clause level than at the phrase level as the language 
proficiency level improves. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究はコンピューター支援語学学習の

分野に分類されるものであるが、自然言語処
理の基本原理やコーパス言語学、言語教育や

言語習得とも関連し、より具体的にはそうし
た方法論に基づいた「学習者の作文に含まれ
る文法的エラーの自動検出」に焦点を当てる
ものである。当該分野は主に英語において展
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開しつつあるが、外国語としてのスペイン語
学習者が増加傾向にあり、情報ツールが重要
視されている現状を考慮すれば、スペイン語
においても拡張されるべきだと思われる。 
研究代表者は、外国人教師として学習者の

作文に含まれる誤りの分析を行ってきたが、
その過程において、博士学位論文の成果（コ
ーパスに基づくスペイン語統語的機能に関
する研究）と Carlsson の制約文法の形式化
をもとにした文法記述（意味論的機能を自動
判別するための文法体系）とを結びつけるこ
とで、文法的エラーが（半）自動的に検出可
能となる着想を得たため、本研究を申請する
に至った。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は日本人スペイン語学習者の作文

に含まれる文法的エラーを自動検出できる
分析器および学習者エラーコーパスの構築
を目的とする。エラー情報を含む大量のテキ
ストを手にしていれば、これを、第二言語習
得についての調査の実施や、より良い教育目
的の資料（辞書、文法書、文法チェック機能
など）を作り出すことにも利用可能である。 
エラー分析器の開発に際しては、以下の点

を明らかにしなければならないと本研究は
考える。 
 
(1) 学習者のテキストはエラー分析の前段
階として、形態・統語解析器によって処理さ
れる必要がある。そのため、ネイティブのテ
キスト処理に対応する既存の（主として形
態・統語解析器）自動処理ツールを、どのよ
うに学習者の習得に応用できるかを調べな
ければならない。 
 
(2) 日本人スペイン語学習者のエラータイ
プのうち、どのタイプが最も信頼できる方法
で自動処理できるか。 
 
(3) それらのエラーはどのような構造を持
っているか、どのような状況において起こる
か、そして、（エラー分析器の出発点である）
制約文法の規則としてどのように形式化で
きるか。 
 
(4) 学習者によって書かれた実際のテキス
トを解析する際のエラー分析器の処理能力
について、また、得られた情報からどのよう
な言語学的あるいは教育学的結論を引き出
すことができるか。  
 
 
３．研究の方法 
(1) 規則を記述する前段階として、まずネイ
ティブのテキストに対応する既存のテキス

ト自動処理ツールを、どのようにして学習者
の言語習得に適応できるかを検討した。具体
的には、スペイン語に対応する二つの形態・
統語解析器 FreeLing と HISPAL（それぞれの
語の文法範疇と屈折に関する情報の入った
タグを付与するツール）の性能を調べた。  
 
(2) 次に、学習者の起こすさまざまなエラー
のうち、エラー分析器が検出するであろう一
番目のエラーを選定した。このエラーは、作
業方法を確立するために、また、今後直面す
る可能性のある別種のエラーに対する問題
を見つけるために役立つものと考えられる。 
この一番目のエラーの選出においては、次

の三つの要因を考慮した。第一に、エラーを
エラーと見なすかどうかのネイティブの間
での合意の程度、第二に、そのエラー（ある
いは学習者に対して想定される問題）の解決
に要する言語学的知識の程度、第三に、この
エラーが起こる頻度とそこから図れる教育
学的視点から見た学習者の関心度、である。  
これらの三つの要因を考慮したところ、選

ばれたのは性と数の一致に関するエラーで
あった。これには極めて高い合意が得られて
おり、ある程度の言語学的知識（語の範疇や
性と数、語と語の間の統語関係について）を
要するもので、日本人学習者の間でかなり頻
繁に見られるエラーであることと符合した。 
 
(3) 意味分析器におけるエラー自動検出器
には二つの主要なアプローチがある。一つは
確率に基づくものであり、もう一つは言語学
的規則に基づくものである。本研究のエラー
分析器は後者のタイプであり、制約文法
（Carlsson, 1995）の形式化をもとにしてい
る点が特徴である。 
制約文法の規則の記述にあたっては、教師

として経験上得た学習者のエラー情報だけ
でなく、主にコーパスから引き出した情報も
利用している。実際には、一致のエラーを検
出する規則を記述、評価する目的で、コーパ
ス CORANE から抽出した 25,000 語の文章を用
いて、性と数に関するエラー情報をタグ付け
した。 
抽出した文章はレベル A2から B1までの日

本語を第一言語とする 47 人によって書かれ
た 133 のテキストで構成されている。そのテ
キストのうち、文法の構築に 15,000 語を、
その評価には 10,000 語を利用した。 
設計基準において最も重要なのは、本研究

の文法が実際のエラーを検出する際、たとえ
わずかな数であっても、検出誤りを起こさな
いことである。換言すれば、エラーでないも
のをエラーと取り違えてはならないのであ
る。 
 
 



４．研究成果 
(1) 形態・統語解析器は非ネイティブ学習者
のテキストを処理にかけると、非常に高い検
出精度を示す。FreeLing では、ネイティブの
テキストにおける精度は 99%、学習者のテキ
ストにおいては 92,6%である。一方 HISPAL で
は、ネイティブのテキストにおける精度は
99%、学習者のテキストでは 95%であった。 
分析器の結果から、ネガティブに影響する

学習者のエラーは正書法に関するもの（アク
セント、句読点、大文字と小文字の用法を含
む）であることがわかったが、一方では、一
致エラーを含む語や文法的範疇の選択ミス
も 80%以上の精度で正しく分析されていた。 
結論として、ネイティブのテキストに対応

する分析器は、かなり高い精度において学習
者のテキストに適用可能であると言え、また、
テキストが事前に正書法のチェックを受け
ていたならば、さらに高精度の検出が期待で
きただろう。 
 

(2) そこで、形態・統語レベルでテキストを
分析するため HISPAL を用い、さらにそれに
対して一致エラーを検出する制約文法を適
用した。 
句レベルにおいても節レベルにおいても

一致のエラーを検出する本研究の文法は、性
の一致のエラーを見つける 31 の規則と数の
一致のエラーを見つける 50 の規則で構成さ
れている。これらの規則は、どのコンテクス
トにおいてエラーが起こり、そのエラーがど
のような特質を持っているかについて、また、
エラー検出時にどのタグをテキストに付与
するかについて示している。例えば、表１の
規則は、ある一連の条件を満たす場合、形容
詞男性形に“%agr-f”（“女性形でなければな
らない”）というタグを指示するものである。 
 
表１．制約文法の形式主義をもとにして 

数の一致エラーを検出する規則 
 

ADD (%agr-f) TARGET ADJ-M 
(*-1 NP-HEAD-F BARRIER ALL-N-RIGHT 
LINK NOT p PRP); 
形容詞男性形にタグ“%agr-f”を付ける。
 
形容詞男性形の左に、前置詞を伴わない
名詞か代名詞の女性形がある場合。 
 
形容詞と名詞あるいは代名詞との間に
置かれるのは、形容詞か分詞、あるいは
関係副詞でない副詞のみである。 

 
 
(4) 我々の文法の性能をコーパス CORANE の
10,000 語からなる文章（B2 レベルの 5,000
語と C1レベルの 5,000 語)を用いて評価した。

結果は次の通りである。性の一致のための規
則の精度は64.52%、検出率は 71.43% であり、
数の一致に関する精度は 58.62%、検出率は
31.48%であった。 
一致エラーの情報が付与された学習者エ

ラーコーパスから、我々の文法の影響下にあ
ると同時に教育に関りのある学習者が起こ
すエラータイプについて、一応の結論を引き
出すこともできる。それは、スペイン語教師
と学生が一致の問題に直面した際、最も習得
しがたい問題として、性の一致の方に焦点を
置く傾向がある、ということである。なぜな
ら、学生にとって習得上労力がかかるのは、
コンテクストに従って正しい数を選ぶこと
より、それぞれの名詞の固有の性がどちらで
あるかを判別する方だからである（形態的な
ヒントがあったとしても、性は恣意的である
ので暗記しなければならない）。 
コーパスデータの元テキストを作文した

日本人学習者の性の一致に関するエラーは、
スペイン語が上達するにつれて減少する。一
方、数の一致に関するエラーは上級者におい
てすらかなり頻繁に起こる。その上、学習者
は句レベルでも節レベルでもそうしたエラ
ーを引き起こすことがあるため、本研究が構
築したエラーコーパスは、学習者の習得レベ
ルが上がるにつれて、深い言語分析が必要な
節レベルでのエラーが多くなることを示し
ており（一致する語と語がかなり離れている
か、もしくは主語が目的語と混同されてい
る）、それゆえ、この種のエラーの自動検出
は最も困難なものであるということが言え
るであろう。 
今後の研究方針として、上記と同じ方法を、

特に日本人学習者がよく起こす冠詞あるい
は前置詞（本研究と比較すべき英語向けシス
テムが存在する）のような、極めて高度な別
種のエラーを検出する分析器にも適用する
ことを考えている。   
本研究が開発した分析器は、エラー情報を

含む学習者のコーパスの自動記述やコンピ
ューター支援語学学習の情報化システムへ
の導入に向けて、さまざまな方法で利用でき
ることが見込まれる。 
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